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学校近くにある、湯浅久幸さん所有の学習田で５年生
60人が田植えを行いました。
裸足で田んぼに入った児童たちは、足元の不安定さに

戸惑いながらも和気あいあいと田植えに汗を流しました。

学校から少し離れた学習田で５年生39人が、田植えを
行いました。
「ヌルヌルして気持ちいい」と歓声を上げ、泥んこにな
りながら田植え体験を楽しみました。

市では「茂原市市民の日」記念事業として、今年の「市民の日」で
ある平成25年4月1日に生まれた大塚優

ゆうと

斗くん（下永吉）に対し、本納
絵馬五代目で日本画家の矢部宏さんが描いた絵馬を贈呈しました。
絵馬には今年の干支である「へび」が縁起のいい白蛇として描か

れ、赤ちゃんの健やかな成長を祈るものとなっており、田中市長か
ら両親に手渡されました。

５月12日、茂原市ボランティア連絡協議会と茂原市社会
福祉協議会は、子どもたちに福祉を楽しく学んでもらおう
と「福祉こどもまつり」を総合市民センターで開催しました。
会場には、砂袋や耳栓などを装着して歩く高齢者疑似体
験をはじめ点字・手話など多くの体験コーナーを開設。多
くの親子連れで賑わいました。

5月11日、今年で8回目となる時代行列が行われました。
日蓮聖人や武士の衣装に身を包んだ人々が市内中心街を練
り歩くこの催しは、鎌倉時代の故事を再現したものです。
雨の降る中、笛や太鼓を持った参加者たち約１００人の大
行列となりました。沿道に突如現れた行列に、多くの人々
が見入っていました。

４月16日、茂原市交通安全母の会は豊岡小学校を訪問
し、新1年生が安全に登下校できるよう、ランドセルにつ
ける反射テープを寄贈しました。市内14小学校の新1年生
全員に贈られるこの活動は、平成8年から実施され、今年
で18回目です。
　また、親子で楽しみながら交通安全について学べる、標
識クイズなどのついたリーフレットも手渡されました。

みんなで田植えに挑戦！

登下校時の安全を守るために

「茂原市市民の日」生まれの赤ちゃんに
白蛇の来福絵馬をプレゼント

100人が市内中心街を練り歩く

楽しく学ぼう　福祉体験

▲毎年１校訪問し、児童一人ひとりに手渡します。

大塚　優斗(ゆうと)ちゃん（下永吉）　父・大輔さん　母・利沙さん
両親から「力強くやさしい子に育ってほしい」

▲目隠しをして白杖を体験する参加者

▲武士の衣装に身を包んだ参加者たち

4月22日　西小学校

５月２日　鶴枝小学校




